
ふれあい広場

みんなでみんなでまちまちづくり♪づくり♪みんなでまちづくり♪
市民の皆さんのまちづくり活動を紹介します

このページは市民の皆さんと
一緒につくるページです。投
稿・登場をお待ちしています。
秘書広報課（市役所内線207）

今、「旬」の人や団体を紹介します。今、「旬」の人や団体を紹介します。
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にしわきっ子にしわきっ子にしわにしわにしわいき
いき♪

いき
いき♪

いきいきにしわきっ子を募集しています。写真と紹介文、
連絡先を市役所2Ｆ秘書広報課へ郵送またはご持参ください。

西脇病院エントランス
ホールギャラリー
　富永信義さんによる作品展
示です。
■とき　６月１日（水）～30 
日（木）
■問合せ　経営管理課
　　　　　（病院内線363）

健
康
バ
ン
ザ
イ
125

麻
酔
科
主
任
部
長

　

植
木　

正
明

職　種

昭和62年４月２日以降に生まれた方で、各職種
に必要な免許を有する方（平成29年３月31日ま
でに同免許を取得する見込みの方を含む。）

昭和57年４月２日以降に生まれた方で、薬剤師
の免許を有する方（平成29年３月31日までに同
免許を取得する見込みの方を含む。）

１人
１人
１人
１人
１人

３人

視能訓練士
臨床検査技師
作業療法士
言語聴覚士
社会福祉士

薬　剤　師

予定人員 受　験　資　格

試
験
日
程 ９月7日(水)８月14日(日) ９月下旬７月4日(月)～８月5日(金)

受付期間 第１次試験
（筆記）

第２次試験
（面接･健康診断）

最　終
合格発表

■医療技術職

職　種
昭和47年４月２日以降に生まれた方で、看護師
または助産師の免許を有する方（平成29年３月
31日までに同免許を取得する見込みの方を含む。）

20人程度
 ３人程度

看　護　師
助　産　師

予定人員 受　験　資　格

試
験
日
程

１次 :８月14日(日)
２次 :９月  7日(水)   ９月下旬７月4日(月)～８月5日(金)

受付期間
試験日

（１次 :筆記）
（２次 :面接･健康診断）

第１回

11月16日(水)
  ２月  1日(水)

12月上旬
  ２月下旬

10月17日(月)～11月11日(金)
  １月  4日(水)～  １月27日(金)

第２回
第３回

区　分 最　終
合格発表

■看護師・助産師

平成29年４月採用の西脇市職員を募集

※看護師・助産師の第１回試験は、１次試験（筆記）、２次試験
　（面接・健康診断）を別日程で実施します。

■試験案内・申込書の配布　総務部総務課（市役所２階）
■郵便による請求の場合
封筒の表に「○○受験案内請求」（例：看護師受験案内
請求）と朱書きし、82円切手・返信用封筒を同封して
下記へ請求してください（返送先の住所、氏名を明記。
市ホームページからダウンロードできます)。
■申込・問合せ　〒677-8511　西脇市郷瀬町605
　　　　　　　　市役所総務部総務課（市役所内線209）

　　
西
脇
病
院『
健
康
セ
ミ
ナ
ー
』

 　
毎
月
１
回
、
西
脇
病
院
医
師
に

よ
る
「
健
康
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
（
参
加
費
無
料
）。

▼
と
き　

6
月
20
日（
月
）
午
後

3
時
〜　
1
時
間
程
度

▼
と
こ
ろ　

病
院
講
堂
（
2
階
）

▼
講
師　

外
科
部
長　

白
岩　

浩

▼
演
題　
「
急
性
腹
症
〜
救
急
車

を
呼
ぶ　

お
な
か
痛
〜
に
つ
い
て
」

▼
問
合
せ　

病
院
総
務
課
（
病
院

内
線
3
6
6
）

　　
糖
尿
病
教
室

　「
つ
い
つ
い
手
が
出
る
間
食
・
外

食
の
ポ
イ
ン
ト
！
」

　

ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
の
商
品

の
活
用
術
に
つ
い
て
教
え
ま
す
。

▼
と
き　

6
月
24
日（
金
）
午
後

2
時
〜
3
時

▼
と
こ
ろ　

病
院
講
堂
（
2
階
）

▼
持
ち
物　

糖
尿
病
手
帳

▼
問
合
せ　

内
科
（
病
院
内
線
5

3
5
）

　　
脳
血
管
内
治
療
外
来

 　
平
成
28
年
5
月
17
日
か
ら
、
脳

血
管
内
治
療
外
来
を
開
設
し
ま
し

た
。
脳
血
管
内
治
療
と
は
、
脳
動

脈
瘤
や
内
頚
動
脈
狭
窄
症
に
対
し

て
、
カ
テ
ー
テ
ル
（
細
い
管
）
を

使
っ
て
行
う
治
療
で
す
。
毎
週
火

曜
日
の
午
前
中
の
み
診
療
を
行
っ

て
い
ま
す
。

広報にしわき　平成28年6月号広報にしわき　平成28年6月号 1819

西脇病院ＤＭＡＴ隊員の皆さん
ディーマット

（左から　深澤高広隊員、熊田博樹隊員、笹倉弘典隊員、
　　　　　宇野憲一隊員、大山雅義補助員）

熊
本
で
救
護
活
動　
「
継
続
的
支
援
が
必
要
」

　

熊
本
地
震
の
被
災
地
に
4
月
16

日
か
ら
派
遣
し
て
い
た
西
脇
病
院
の

災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム（
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
）

5
人
が
4
月
20
日
、
同
病
院
に
戻

り
、
現
地
で
の
救
護
活
動
の
様
子

を
報
告
し
ま
し
た
。

　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

　

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
、
大
規
模
災
害
等

の
発
生
時
に
48
時
間
以
内
を
目
安

に
現
地
で
救
護
活
動
を
開
始
す
る

専
門
訓
練
を
受
け
た
医
療
チ
ー
ム
。

西
脇
病
院
は
北
播
磨
圏
域
の
災
害

拠
点
病
院
と
し
て
、
国
の
要
請
に

応
じ
て
整
形
外
科
部
長
の
深
澤
高

広
医
師
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
5
人

を
派
遣
し
ま
し
た
。

　

4
月
17
日
早
朝
に
陸
路
で
熊
本

入
り
し
た
一
行
は
、
熊
本
赤
十
字

病
院
を
拠
点
に
約
１
，０
０
０
人

が
避
難
す
る
益
城
町
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
と
の
間
を
往
復
し
、
救
護

活
動
に
従
事
し
ま
し
た
。

　

余
震
が
続
く
中
、
夜
勤
で
約
60

人
を
診
察
し
た
深
澤
医
師
は
「
負

傷
か
ら
4
日
間
も
放
置
さ
れ
て
い

た
人
や
、
入
院
が
必
要
な
の
に
戻

る
場
所
が
な
く
な
る
こ
と
を
心
配

し
て
病
院
に
行
こ
う
と
し
な
い
人

も
い
た
。
避
難
所
と
い
う
よ
り
、

ま
る
で
災
害
現
場
の
よ
う
だ
っ

た
」と
現
地
の
混
乱
ぶ
り

を
振
り
返
り
ま
す
。

　

避
難
所
の
外
で
は
毛
布

を
か
ぶ
っ
て
寝
て
い
る
方

や
車
中
泊
を
続
け
る
方
の

姿
も
あ
り
ま
し
た
。
看
護

師
の
熊
田
博
樹
隊
員
と
笹

倉
弘
典
隊
員
が
「
避
難
生

活
に
よ
る
大
変
な
ス
ト
レ

ス
を
少
し
で
も
和
ら
げ
ら

れ
る
よ
う
な
救
護
活
動
を

心
が
け
た
」
と
話
す
と
、

深
澤
医
師
は
「
こ
れ
か
ら

も
、
で
き
る
だ
け
被
災
者

に
寄
り
添
っ
て
継
続
的
に

支
援
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
」
と
訴
え
ま
し
た
。

地
域
医
療
川
柳
を
募
集　

　　

病
院
、
医
師
、
看
護
師
、
患
者
に
関
わ
る
体
験
談
な
ど

を
川
柳
に
し
て
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
資
格　

市
内
に
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
方

▼
応
募
方
法　

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
学
校
名
／
勤

　

務
先
名
、
希
望
す
る
部
門
を
明
記
の
上
、
は
が
き
に
て

　

左
記
ま
で
応
募
の
こ
と
。
1
人
3
句
ま
で
（
未
発
表
作

　

品
に
限
る
）。

▼
応
募
期
間　

平
成
28
年
6
月
1
日（
水
）〜
30
日（
木
）　

　
（
当
日
消
印
有
効
）

▼
募
集
部
門　

一
般
の
部
＝
高
校
生
以
上
▽
ジ
ュ
ニ
ア
の

　

部
＝
小
学
4
年
生
〜
中
学
生

▼
賞　

地
域
医
療
を
支
え
る
市
民
の
会
会
長
賞
ほ
か
。
入

　

賞
者
は
西
脇
病
院
フ
ェ
ス
タ
（
平
成
28
年
7
月
23
日
開

　

催
）
で
表
彰

▼
主
催　

地
域
医
療
を
支
え
る
市
民
の
会

▼
問
合
せ
・
応
募
先　
〒
6
7
7‐0
0
3
3　
西
脇
市
鹿

　

野
町
5
1
5‐1　

地
域
医
療
を
支
え
る
市
民
の
会
／

　

☎
ま
た
は　

23‐1
8
6
8
）

いつもにこにこです！
早紀（野中町）

ゆ　あ
西井　結愛
２歳11ヵ月

ま
し
き
ま
ち

デ
ィ
ー
マ
ッ
ト

地域に信頼される良質な医療を提供します
（☎22-0111）　http://nshp.jp/

　
麻
酔
の
公
開
実
験

　　
麻
酔
が
な
け
れ
ば
、
患
者
は
手

術
時
に
痛
み
と
恐
怖
に
耐
え
ら
れ

ま
せ
ん
。
痛
み
の
な
い
外
科
手
術

の
時
代
が
西
洋
で
始
ま
っ
た
の
は
、

1
8
4
6
年
10
月
16
日
、
ア
メ
リ

カ
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
マ
サ
チ
ュ

ー
セ
ッ
ツ
総
合
病
院
か
ら
で
し
た
。

　

歯
科
医
の
エ
ド
ワ
ー
ド
・
モ
ー

ト
ン
は
公
開
実
験
で
、
鎮
痛
作
用

の
あ
る
揮
発
性
の
液
体
、
エ
ー
テ

ル
を
使
っ
て
、
患
者
さ
ん
に
吸
入

さ
せ
、
眠
ら
せ
、
外
科
医
は
見
事

に
下
顎
に
で
き
た
腫
瘤
を
切
除
し

ま
し
た
。
そ
こ
で
外
科
医
は
「
諸

君
、
こ
れ
は
ま
や
か
し
で
は
な

い
」
と
叫
び
、
患
者
さ
ん
に
は
眠

っ
て
い
る
間
に
手
術
が
終
わ
っ
て

い
る
と
い
う
、
ま
さ
に
夢
の
手
術

を
可
能
に
し
ま
し
た
。

　

麻
酔
の
公
開
実
験
の
成
功
は
、

た
ち
ま
ち
全
米
、
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
広
ま
り
、
世
界
の
外
科
は
一
変

し
ま
し
た
。
モ
ー
ト
ン
は
吸
入
麻

酔
の
価
値
を
世
界
に
広
め
、「
近

代
麻
酔
の
父
」
と
も
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。

　

西
洋
で
は
、
こ
の
1
8
4
6
年

の
公
開
麻
酔
が
初
め
て
の
成
功
と

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
は
1
8
0

4
年
に
世
界
で
初
め
て
全
身
麻
酔

に
よ
る
手
術
を
成
功
さ
せ
た
の
は
、

日
本
人
の
華
岡
青
洲
で
し
た
。

西脇
ホー
　富
示で
■と
日（木
■問
　　

職　種

昭和62年４月２日以降に生まれた方で、各職種
に必要な免許を有する方（平成29年３月31日ま
でに同免許を取得する見込みの方を含む。）

昭和57年４月２日以降に生まれた方で、薬剤師
の免許を有する方（平成29年３月31日までに同
免許を取得する見込みの方を含む。）
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第２次試験
（面接･健康診断）

最　終
合格発表

■医療技術職

職　種
昭和47年４月２日以降に生まれた方で、看護師
または助産師の免許を有する方（平成29年３月
31日までに同免許を取得する見込みの方を含む。）

20人程度
 ３人程度
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助　産　師

予定人員 受　験　資　格

試
験
日
程

１次 :８月14日(日)
２次 :９月  7日(水)   ９月下旬７月4日(月)～８月5日(金)

受付期間
試験日

（１次 :筆記）
（２次 :面接･健康診断）

第１回

11月16日(水)
 ２月  1日(水)

12月上旬
  ２月下旬

10月17日(月)～11月11日(金)
  １月  4日(水)～  １月27日(金)

第２回
第３回

区　分 最　終
合格発表

■看護師・助産師

平成29年４月採用の西脇市職員を募集

※看護師・助産師の第１回試験は、１次試験（筆記）、２次試験
　（面接・健康診断）を別日程で実施します。

■試験案内・申込書の配布　総務部総務課（市役所２階）
■郵便による請求の場合
封筒の表に「○○受験案内請求」（例：看護師受験案内
請求）と朱書きし、82円切手・返信用封筒を同封して
下記へ請求してください（返送先の住所、氏名を明記。
市ホームページからダウンロードできます)。
■申込・問合せ 〒677-8511　西脇市郷瀬町605
　　　　　　　　市役所総務部総務課（市役所内線209）

・
外

の
商
品

ま
す
。

午
後

2
階
）

内
線
5

来ら
、
脳

し
ま
し

脳
動

に
対
し

管
）
を

毎
週
火

を
行
っ

総
合
病

歯
科
医
の
エ
ド
ワ
ー
ド
・
モ
ー

ト
ン
は
公
開
実
験
で
、
鎮
痛
作
用

代
麻
酔
の
父
」
と
も
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。


